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は じ め に

生産年齢人口の減少，グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により，社会の変化は加速

度を増し，複雑で予測困難となってきている中，学校教育が長年その育成を目指してきた「生き

」 ， 。 ，る力 を改めて捉え直し しっかりと発揮できるようにしていくことが求められています また

国内外の調査によれば，学ぶことと自分の人生や社会とのつながりを実感しながら，自らの能力

を引き出し，学習したことを生活や社会の中の課題解決に生かしていくという面で課題が見られ

ます。

， ， ，こうした中 中央教育審議会では 新しい時代にふさわしい学習指導要領等の在り方について

平成26年から２年１か月にわたる審議が行われ，平成28年12月に「幼稚園，小学校，中学校，高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申 」が示され）

ました。

この答申を踏まえ，平成30年3月に学校教育法施行規則の一部改正とともに，新しい高等学校

学習指導要領が告示されました。学習指導要領改訂の基本的な考え方として，

， ， ，① 教育基本法 学校教育法などを踏まえ これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を生かし

生徒が未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成することを目指す。その際，求

められる資質・能力とは何かを社会と共有し，連携する「社会に開かれた教育課程」を重視す

ること。

② 知識及び技能の習得と思考力，判断力，表現力等の育成とのバランスを重視する平成21年改

訂の学習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上で，知識の理解の質を更に高め，確かな学

力を育成すること。

③ 道徳教育の充実や体験活動の重視，体育・健康に関する指導の充実により，豊かな心や健や

かな体を育成すること。

が示されるとともに，知・徳・体にわたる「生きる力」を生徒に育むために「何のために学ぶの

」 ， 「 」，か という各教科等を学ぶ意義を共有しながら 全ての教科等の目標や内容が 知識及び技能

「思考力，判断力，表現力等 「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で再整理され，主体」，

的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善や，各学校におけるカリキュラム・マネジメント

の確立等が改訂のポイントとして示されました。

新高等学校学習指導要領は，令和４年度の入学生から年次進行で実施されることになっていま

す。それに先立ち，平成31（令和元）年度より，総則の一部，総合的な探究の時間及び特別活動

等が先行実施されています。

本県では，新高等学校学習指導要領の全面実施に向けた円滑な移行が図られるよう，徳島県高

等学校教育課程研究集会を開催し その改訂の趣旨や内容の周知を図るとともに この手引 高， ， （「

等学校教育課程編成の手引 ）を作成しました。」

各学校におきましては，この手引を十分活用して，校長を中心に全職員の連携協力のもとに，

新学習指導要領の趣旨や内容の理解と研究を進め，地域や学校の実態，課程や学科の特色，生徒

の特性等を十分考慮し，新しい時代に対応する弾力的で適正な教育課程の編成と的確な実施に向

けて，創意工夫を凝らした特色ある教育活動を展開していただきますよう，よろしくお願いしま

す。

令和２年３月

徳島県教育委員会教育長

美馬持仁



目 次

はじめに

第１章 教育課程編成の一般方針･･･････････････････････････････････････････････････････ １

１ 教育課程編成の原則

２ 道徳教育

３ 体育・健康に関する指導

４ 就業やボランティアに関わる体験的な学習の指導

５ カリキュラム・マネジメント

第２章 各教科・科目及び単位数等･････････････････････････････････････････････････････ ４

１ 卒業までに履修させる単位数等

２ 各学科に共通する各教科・科目及び総合的な探究の時間並びに標準単位数

３ 主として専門学科において開設される各教科・科目

４ 学校設定科目及び学校設定教科

第３章 各教科・科目の履修等･･････････････････････････････････････････････････････････ ６

１ 必履修教科・科目

２ 専門学科における各教科・科目の履修

３ 総合学科における各教科・科目の履修等

第４章 各教科・科目，総合的な探究の時間及び特別活動の授業時数等･･････････････････････ ８

１ 全日制の課程における年間授業週数

２ 全日制の課程における週当たりの授業時数

３ 定時制の課程における週当たりの授業時数等

４ ホームルーム活動の授業時数

５ 生徒会活動及び学校行事の授業時数

６ 定時制の課程におけるホームルーム活動の授業時数の取扱いに関する特例

７ 授業の１単位時間の運用

８ 総合的な探究の時間の実施による特別活動の代替

９ 「理数探究基礎」又は「理数探究」の実施による総合的な探究の時間の代替

10 年間授業日数

第５章 教育課程の編成・実施に当たって配慮すべき事項････････････････････････････････ １０

１ 選択履修の趣旨を生かした適切な教育課程編成

２ 各教科・科目等の内容等の取扱い

３ 指導計画の作成に当たって配慮すべき事項

４ キャリア教育及び職業教育に関して配慮すべき事項

５ 教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項

第６章 単位の修得及び卒業の認定････････････････････････････････････････････････････ １７

１ 単位の修得の認定



２ 卒業までに修得させる単位数

３ 各学年の課程の修了の認定

４ 学校外における学修等の単位認定

第７章 通信制の課程における教育課程････････････････････････････････････････････････ １９

１ 通信制の課程における教育課程の特例

２ 添削指導の回数及び面接指導の単位時間数の標準

３ 理数に属する科目及び総合的な探究の時間の添削指導の回数等

４ 面接指導の授業の１単位時間

５ ラジオ・テレビ放送その他の多様なメディアを利用して行う学習による面接指導時間数の免除

６ 特別活動の指導時間数

○別表･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ ２２

○総則に関するＱ＆Ａ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ ２３

第８章 各教科・科目等･･････････････････････････････････････････････････････････････ ３７

１ 国語････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ ３７

２ 地理歴史････････････････････････････････････････････････････････････････････････ ４２

３ 公民････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ ５２

４ 数学・理数（数学的分野）････････････････････････････････････････････････････････ ５７

５ 理科・理数（理科的分野）････････････････････････････････････････････････････････ ６５

６ 保健体育・体育（専門）･･････････････････････････････････････････････････････････ ７１

７ 芸術・音楽（専門）・美術（専門）･････････････････････････････････････････････････７９

８ 外国語・英語（専門）････････････････････････････････････････････････････････････ ９１

９ 家庭（共通・専門）･･････････････････････････････････････････････････････････････ ９８

10 情報（共通・専門）･････････････････････････････････････････････････････････････１０４

11 理数･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････１０８

12 農業 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････１１１

13 工業･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････１１５

14 商業･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ １２０

15 水産･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ １２４

16 看護･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ １２８

17 福祉･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ １３１

18 総合的な探究の時間････････････････････････････････････････････････････････････ １３４

19 特別活動･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ １４０

高等学校教育課程編成の手引 作成・編集委員


